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１．概要（Summary） 

次世代 30 m 望遠鏡（TMT）や 8.2 m すばる望遠鏡

の観測装置用に最適な高分散かつ高効率な新しい

Volume binary (VB) grating の製作法を開発して実用

化することを目的とする。 

2 光束レーザ干渉露光によってレジストの格子パターン

を形成させ、サイクル・エッチング（Bosch プロセス）により

高アスペクト比のシリコンの矩形格子を製作し、シリコンの

格子を数回の酸化と酸化膜除去することによりシリコン鋳

型を製作する。シリコン鋳型のレプリカ加工により VB 

grating を製作する方法を確立する。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

洗浄ドラフト一式、シリコン専用の各種熱処理（酸化、

拡散）装置一式、マスクレス露光装置、マスクアライナ装

置、Reactive Ion Etching 装置（非 Bosch プロセス）、

Deep Reactive Ion Etching 装置（Bosch プロセス）、デ

ジタルマイクロスコープ群、エリプソメーター、表面形状測

定器（段差計） 
【実験方法】 

シリコンウエハの片面にレプリカ時の基板との密着を向

上するための突起（アンカー）をエッチング加工する。アン

カー加工したシリコンウエハの反対の面に島津製作所に

依頼してレーザ 2 光束干渉露光によってレジストの格子

パターンを形成させる。サイクル・エッチングにより高アス

ペクト比のシリコンの矩形格子を製作し、シリコンの格子を

数回の酸化と酸化膜除去により所望の形状の VB 

gratingのシリコン鋳型を製作する。シリコン鋳型を用いて、

島津製作所に依頼してレプリカ加工を行う。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

シリコンのサイクル・エッチングまで完了した。現在はシリ

コンの酸化・酸化膜除去を行っている。レジストパターン

ががカマボコ（半円）状であったため、溝幅が設計より広く

なってしまったが、シリコンの酸化・酸化膜除去の工程で

修正可能である。 
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